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豊羽鉱山株式会社の操業休止について 

 
 新日鉱グループの日鉱金属株式会社（本社：東京都港区虎ノ門二丁目，社長：大木和雄）

の１００％子会社である豊羽鉱山株式会社（本社：北海道札幌市南区，社長：村上健一，

以下「豊羽鉱山」という。）は，鉱量枯渇のため，平成１８年３月末日をもって操業を休

止することとし，本２月１０日，同社労働組合に対し申入れを行いました。 
 
 豊羽鉱山はわが国を代表する亜鉛・鉛鉱山として，長年にわたり非鉄金属を広く社会に

供給する重要な役割を果たしてまいりました。 
 しかしながら，これまで，懸命な探鉱活動により新規鉱量の獲得に努めてまいりました

が，今後操業を継続しうる鉱量を確保できない見通しとなり，休止せざるを得ないとの判

断に至りました。 
操業休止に伴う従業員の雇用については，新日鉱グループを挙げてその確保に最大限の

努力を図ってまいります。 
 
また，操業休止までの間はもとより，操業休止後の安全・環境対策については，関係各

位のご指導ご協力を得つつ，万全を期すこととしております。 
 
なお，本操業休止に伴う特別損失として約１１５億円の発生が見込まれ，これは，新日

鉱ホールディングス株式会社の平成１６年度第３四半期の連結業績に織り込んでおります。 

 
以 上 

 
          お問い合せ先：新日鉱ホールディングス株式会社 ＩＲ・広報担当 
                  山本・高元・花島 TEL 03-5573-5123 
                  日鉱金属株式会社 広報担当 
                  山本・楢崎 TEL 03-5573-7223 
                 豊羽鉱山株式会社 総務課 
                  中島・伊與田 TEL 011-590-2311 
 



 

 
＜参考＞ 
 
 豊羽鉱山株式会社の概要 

（１）名称  ：豊羽鉱山株式会社 
（２）所在地 ：北海道札幌市南区定山渓 
（３）資本金 ：２億円（日鉱金属㈱ 全額出資） 
（４）売上高 ：約４７億円（平成１６年３月期） 
（５）代表者 ：社長 村上 健一 
（６）従業員数：１７０名（平成１７年２月１日現在） 
（７）主要事業：亜鉛・鉛鉱の採掘 
（８）生産量（平成１６年度見込み） 

粗鉱量    約４００千トン 
亜鉛精鉱     ８３千トン 
鉛精鉱             ９千トン 
含有亜鉛量    ４７千トン 
含有鉛量            ５千トン 
含有銀量      ７２トン 

（９）沿革 
    明治中期：開山 
    大正 ３年（１９１４年）：久原鉱業㈱が買収（昭和４年に日本鉱業㈱が継承） 
    昭和４８年（１９７３年）：日本鉱業㈱から分離，独立し，豊羽鉱山㈱設立 

（日本鉱業㈱全額出資） 
    平成 ４年（１９９２年）：日本鉱業㈱の出資を日鉱金属㈱が継承 


